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（百万円未満切捨て） 
１．平成22年12月期第３四半期の業績（平成22年１月１日～平成22年９月30日） 
(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第３四半期 13,150 2.0 795 － 860 － 603 －
21年12月期第３四半期 12,896 － △202 － △116 － △251 －
 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

22年12月期第３四半期 32.54 －
21年12月期第３四半期 △13.54 －
 
(2) 財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第３四半期 15,963 11,113 69.6 598.76
21年12月期 15,497 10,633 68.6 572.82
（参考）自己資本  22年12月期第３四半期 11,113百万円  21年12月期 10,633百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 第１ 

四半期末 
第２ 

四半期末 
第３ 

四半期末 
期  末 合  計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期 － 5.00 － 3.00 8.00 
22年12月期 － 3.00  
22年12月期(予想)  5.00 8.00 
（注）当四半期における配当予想の修正有無 ：有 

 
３．平成22年12月期の業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通     期 16,500 △1.6 430 － 500 － 350 － 18.86
（注）当四半期における業績予想の修正有無 ：有 

 



 

４．その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。） 
 

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：無 
② ①以外の変更 ：無 
（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の

原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期３Ｑ 19,300,000株 21年12月期 19,300,000株
② 期末自己株式数 22年12月期３Ｑ 738,855株 21年12月期 735,902株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期３Ｑ 18,562,661株 21年12月期３Ｑ 18,585,320株

 
 
（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算
短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 
 
（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 
業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今
後様々な要因によって大きく異なる可能性があります。業績見通しに関する事項は、【添付資料】P.3
「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期の業績等に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間（平成22年1月1日～平成22年9月30日）におけるわが国経済は、新興国へ

の輸出が比較的好調に推移したことから、一部の業種では回復の兆しが見られたものの、円相場の

高止まりや株式市場の低迷により、企業を取り巻く環境は先行きの不透明感を増し、雇用情勢や所

得環境の不安定さから個人消費の低迷が続くなど、厳しい状況が継続しております。 

当アパレル業界におきましても、景気の先行き懸念による買い控え傾向や低価格指向が続く中、

引き続き個人消費全体が力強さに欠けていることに加え、猛暑の影響で秋物商品の販売が振るわな

いなど、依然として厳しい経営環境が続きました。 

こうした状況のなかで当社は、ＴＶ通販やネット販売など、新しいチャネルへの取り組みとして

無店舗販売への注力を行うとともに、アウトレットモールへの出店を行い商品消化率を上げること

で全体の商品鮮度を高め、既存プロパー売場の活性化を推進しました。 

商品政策面では、若々しい感覚とフォーマルシーンに相応しい品格を備え、ヤングのファースト

フォーマル需要をとらえた商品提案を行うとともに、ヤング、キャリア層を軸とした新規顧客の開

拓のため、新業態のフォーマルコンセプトショップ「フォルムフォルマ」１号店をオープンしまし

た。価格面では、価格を据え置きながらも商品価値の向上に努め、プレタラインの商品について

は、裾値ラインの充実を図りました。一方、低価格志向に応えた魅力的な商品の開発も行い、多様

化する消費者ニーズへの対応を進めております。 

この結果、商品別の売上高はカラーフォーマルが24億2百万円（前年同期比0.1％減）となりまし

たが、ブラックフォーマルが84億58百万円（同2.8％増）、アクセサリー類が22億89百万円（同1.

2％増）となりましたことから、当第３四半期累計期間の売上高は131億50百万円（同2.0％増）と

なりました。 

利益面では、原価低減や商品消化率の好転により、売上総利益率は前年同期比3.9ポイントアッ

プの49.8％となりました。販売費及び一般管理費は、大きなウエイトを占める人件費のカットを始

め、販促費、支払手数料および広告宣伝費など、全社挙げての経費削減に取組み、全体では前年同

期比5.9％（3億60百万円）削減できましたことから、当第３四半期累計期間の業績は、営業利益は

7億95百万円（前年同期は営業損失2億2百万円）、経常利益は8億60百万円（前年同期は経常損失1

億16百万円）、四半期純利益は6億3百万円（前年同期は四半期純損失2億51百万円）と大幅に改善

しました。 

 

(2) 財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期会計期間末における総資産は159億63百万円となり、前期末に比べて4億66百万円
増加いたしました。これは主に、現金及び預金の増加4億25百万円や売上債権の増加5億9百万円等
によるものであります。 
負債は、前期末に比べて13百万円減少し48億50万円となりました。これは主に、短期借入金の

減少3億円や返品調整引当金の減少25百万円等によるものであります。 
純資産は、前期末に比べて4億79百万円増加し111億13百万円となりました。これは主に、利益

剰余金の増加4億92百万円によるものであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）における残高は、前事

業年度末に比べて、4億25百万円増加し12億51百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況

は次のとおりであります。 
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は8億72百万円となりました。これは主に、売上債権の増加5億9

百万円や早期割増退職金の支払い1億17百万円があったものの、税引前四半期純利益8億74百万

円や仕入債務の増加3億92百万円等によるものであります 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果支出した資金は30百万円となりました。これは主に、投資有価証券売却によ
る収入49百万円等がありましたが、投資有価証券取得による支出61百万円や貸付による支出15
百万円等によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出した資金は4億16百万円となりました。これは主に、短期借入金の返済3

億円や配当金の支払いによる支出1億8百万円によるものであります。 

 

 

(3) 業績予想に関する定性的情報 

通期の業績予想につきましては、第３四半期累計の業績をふまえ、平成22年7月21日に｢業績予想

の修正に関するお知らせ｣で公表しました平成22年12月期の業績予想を修正いたしました。なお、

詳細につきましては、平成22年11月8日公表の｢業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ｣

をご参照願います。 

 

２．その他の情報 

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（棚卸資産の評価方法） 

当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期会計期間末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 

（繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況について著しい変化がないと認められる場合には、前事業年度において使用した将来

の業績予測等を利用する方法によっております。 

 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。 

 

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 
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３．四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,251,494 826,062

受取手形及び売掛金 4,184,875 3,675,818

商品及び製品 3,226,975 3,205,503

仕掛品 144,613 135,612

原材料 4,269 1,223

その他 248,826 534,873

貸倒引当金 △5,041 △4,539

流動資産合計 9,056,013 8,374,555

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,987,814 1,987,814

その他（純額） 1,116,404 1,146,416

有形固定資産合計 3,104,219 3,134,230

無形固定資産 35,358 24,382

投資その他の資産   

投資有価証券 1,509,606 1,492,162

賃貸不動産（純額） 1,627,954 1,637,718

その他 641,382 845,929

貸倒引当金 △10,576 △11,412

投資その他の資産合計 3,768,367 3,964,397

固定資産合計 6,907,945 7,123,009

資産合計 15,963,959 15,497,565

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,772,873 2,379,944

短期借入金 － 300,000

未払法人税等 21,264 35,748

賞与引当金 47,205 －

返品調整引当金 465,000 490,000

その他 698,530 832,700

流動負債合計 4,004,873 4,038,393

固定負債   

退職給付引当金 578,945 567,016

役員退職慰労引当金 181,073 163,074

その他 85,326 95,270

固定負債合計 845,344 825,360

負債合計 4,850,218 4,863,754
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,049,077 4,049,077

資本剰余金 3,732,777 3,732,777

利益剰余金 3,578,649 3,086,078

自己株式 △304,900 △304,325

株主資本合計 11,055,604 10,563,608

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 58,136 70,202

評価・換算差額等合計 58,136 70,202

純資産合計 11,113,740 10,633,810

負債純資産合計 15,963,959 15,497,565
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(2) 四半期損益計算書 
 【第３四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 12,896,445 13,150,387

売上原価 6,981,600 6,597,201

売上総利益 5,914,844 6,553,185

販売費及び一般管理費 6,117,533 5,757,466

営業利益又は営業損失（△） △202,689 795,719

営業外収益   

受取利息 826 644

受取配当金 20,575 21,402

受取賃貸料 78,536 63,907

その他 25,356 20,396

営業外収益合計 125,294 106,352

営業外費用   

支払利息 3,572 1,353

賃貸費用 26,745 28,379

その他 9,007 11,607

営業外費用合計 39,325 41,340

経常利益又は経常損失（△） △116,719 860,731

特別利益   

投資有価証券売却益 － 14,672

特別利益合計 － 14,672

特別損失   

固定資産除却損 － 1,034

投資有価証券評価損 92,633 －

その他 17,385 －

特別損失合計 110,018 1,034

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △226,738 874,369

法人税、住民税及び事業税 － 6,323

法人税等調整額 24,996 264,095

法人税等合計 24,996 270,419

四半期純利益又は四半期純損失（△） △251,735 603,949
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 【第３四半期会計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,209,740 4,446,664

売上原価 2,404,044 2,255,527

売上総利益 1,805,696 2,191,137

販売費及び一般管理費 1,967,290 1,952,054

営業利益又は営業損失（△） △161,594 239,083

営業外収益   

受取利息 16 12

受取配当金 257 231

受取賃貸料 26,178 18,933

その他 8,149 6,353

営業外収益合計 34,602 25,531

営業外費用   

支払利息 1,491 －

賃貸費用 8,893 10,744

その他 3,062 2,668

営業外費用合計 13,447 13,412

経常利益又は経常損失（△） △140,439 251,202

特別損失   

固定資産除却損 － 1,034

投資有価証券評価損 66,595 －

その他 7,849 －

特別損失合計 74,444 1,034

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △214,884 250,168

法人税、住民税及び事業税 － 816

法人税等調整額 △6,565 98,239

法人税等合計 △6,565 99,056

四半期純利益又は四半期純損失（△） △208,319 151,111
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△226,738 874,369

減価償却費 60,415 66,290

固定資産除却損 6,445 1,034

投資有価証券評価損益（△は益） 92,633 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △14,672

受取利息及び受取配当金 △21,401 △22,047

支払利息 3,572 1,353

返品調整引当金の増減額（△は減少） △7,000 △25,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,501 △333

賞与引当金の増減額（△は減少） 50,268 47,205

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,987 11,928

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △22,324 17,999

売上債権の増減額（△は増加） △59,026 △509,056

破産更生債権等の増減額（△は増加） 9,685 －

たな卸資産の増減額（△は増加） 441,450 △33,518

前払費用の増減額（△は増加） 117,562 150,395

仕入債務の増減額（△は減少） △813,815 392,928

未払金の増減額（△は減少） △112,776 △99,982

未払消費税等の増減額（△は減少） 47,810 16,628

その他 △48,962 47,312

小計 △472,716 922,835

利息及び配当金の受取額 21,401 22,047

利息の支払額 △3,797 △1,252

特別退職金の支払額 － △117,890

法人税等の還付額 － 71,448

法人税等の支払額 △82,095 △24,884

営業活動によるキャッシュ・フロー △537,207 872,303

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △11,638 △61,095

投資有価証券の売却による収入 － 49,780

固定資産の取得による支出 △69,545 △10,233

貸付けによる支出 △13,854 △15,962

貸付金の回収による収入 16,314 12,322

その他 19,161 △5,341

投資活動によるキャッシュ・フロー △59,562 △30,530

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 600,000 △300,000

配当金の支払額 △178,899 △108,240

自己株式の取得による支出 △3,708 △574

その他 △892 △7,525

財務活動によるキャッシュ・フロー 416,500 △416,340

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △180,269 425,432

現金及び現金同等物の期首残高 721,252 826,062

現金及び現金同等物の四半期末残高 540,983 1,251,494
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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